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神苑で大明神様との
御神縁を深めましょう

【表紙】
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「辛丑歳」
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神社本庁 総長
田中恆清
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嶽山神苑
3月2日（火）より開苑予定

神苑内では茶屋「和楽亭」にて
抹茶と和菓子をお楽しみいただけます。

（500円より思召し）

神嶽山神苑への入苑は御祈祷を受けた方に限ります。
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第 号

当神社の四季折々の様子などを
発信しています。皆様のフォロー
をお願いします。また、個人で
神社の写真をアップされる際は
「#寒川神社」をつけてください。

samukawa_jinja_official
公式インスタグラム

当神社の祭事のほか、貴重な資
料などを定期的に更新していま
す。皆様のチャンネル登録をお
願いします。

公式チャンネル

※御本殿内・授与所の撮影はご遠慮ください
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令
和
３
年
辛
丑
歳
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
聖
寿

の
万
歳
と
御
皇
室
の
弥
栄
を
言
祝
ぎ
、
国
家
の
繁
栄

と
、
さ
ら
に
は
世
界
の
恒
久
平
和
を
衷
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
常
日
頃
よ
り
、
当
神
社
の

護
持
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
ご
崇
敬
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本

年
が
輝
か
し
い
良
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
重
ね
て
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
２
月
23
日
に
令
和

の
御
代
と
し
て
初
め
て
の
天
長
祭
を
盛
大
に
斎
行
し
、

益
々
の
御
皇
室
の
ご
繁
栄
に
全
国
民
が
喜
び
に
満
ち
て

い
た
最
中
、
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
感
染
症
な
る
疫
病
の

蔓
延
に
よ
り
、
世
界
の
情
勢
が
一
変
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
見
え
な
い
感
染
症
へ
対
応
す
べ
く
、
手
探
り
の
中

で
の
対
策
に
振
り
回
さ
れ
な
が
ら
、
日
を
追
う
ご
と
に

悪
化
す
る
状
況
に
、
私
ど
も
神
職
も
こ
の
社
会
情
勢

に
沿
っ
た
神
様
へ
の
御
奉
仕
に
対
し
、
大
変
苦
慮
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
神
社
仏

閣
は
、
緊
急
事
態
宣
言
発
令
下
に
お
い
て
も
、
休
業

要
請
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
境
内
を

封
鎖
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
外
出
の
自
粛
が
求
め

ら
れ
る
中
で
も
、
心
の
拠
り
所
を
求
め
る
参
拝
者
が
少

な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
有
難
い
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
文
化
と
も
い
え
る
「
神
様
へ
の

祈
り（
お
参
り
）」が
疫
病
蔓
延
と
い
う
状
況
下
で
も
続

い
て
い
た
こ
と
で
、
氏
神
様
へ
平
安
を
祈
る
日
本
人
の

気
持
ち
や
、
日
本
古
来
の
宗
教
観
を
再
確
認
で
き
た

と
同
時
に
「
祭
り
の
本
来
の
意
義
」、
さ
ら
に
は
未
曽

有
の
状
況
下
に
お
け
る
神
社
の
在
り
方
と
は
如
何
な
る

も
の
で
あ
ろ
う
か
と
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
コロ
ナ
禍
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
一
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
当
神
社
と
致
し
ま
し
て
も

引
き
続
き
、
境
内
施
設
内
の
コロ
ナ
対
応
を
ど
の
よ
う

な
箇
所
ま
で
踏
み
込
ん
で
行
う
べ
き
な
の
か
、
宗
教
的

行
為
の
簡
素
化
・
自
粛
・
停
止
と
い
う
難
題
と
の
均

衡
を
保
ち
つ
つ
、
一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
精
査
し
て
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
心
新
た
に
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
の
初
詣
は
、
混
雑
を
避
け
る
た
め
に
「
分
散

参
拝
」
が
求
め
ら
れ
て
は
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
な

お
全
国
の
神
社
に
は
、
多
く
の
方
が
お
参
り
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
当
神
社
の
初
詣
の
人
出
は
、

元
日
か
ら
始
ま
り
、
2
月
節
分
の
日
を
過
ぎ
て
も
続
い

て
い
く
の
が
通
例
で
あ
り
、
寒
さ
が
緩
み
始
め
る
３
月

頃
に
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
そ
の
後
は
、

５
月
５
日
の
國
府
祭
、
７
月
海
の
日
の
浜
降
祭
と
い

う
二
大
神
幸
祭
へ
と
続
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
今
後
の
情
勢
は
未

だ
不
透
明
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
以
前
の

穏
や
か
な
日
常
を
取
り
戻
し
、
御
祭
神
へ
の
御
奉
仕

が
本
来
の
形
と
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
当
神
社
に
お
き
ま
し
て
も
新
型
コロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
鎮
静
祈
願
を
申
し
上
げ
、
事
態

の
終
息
を
日
々
祈
念
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
ご
崇
敬
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
感

染
症
の
対
策
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自

愛
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
今
後
と
も
当
神
社
の
参
拝
対

応
と
諸
祭
事
に
対
し
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
何
卒
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
本
年
も
寒
川
大
明
神
様
の
御
神
徳
を
存
分
に
お

受
け
に
な
ら
れ
ま
し
て
、
幸
多
き
、
実
り
多
き
一
年

を
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
く
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和 3年辛丑歳　年頭のご挨拶
寒川神社宮司　利 根  康 教

相
　
模
　
第
523
号
　

23



　

伊
勢
の
神
宮
に
お
い
て
斎
行
さ
れ
る
年
間

1
5
0
0
に
も
及
ぶ
祭
典
の
中
で
、
最
も
重

儀
と
さ
れ
る
の
が
「
神
嘗
祭
」
で
す
。
そ
の

年
に
収
穫
さ
れ
た
新
穀
を
天
照
大
御
神
様
に

捧
げ
、
そ
の
恵
み
に
感
謝
す
る
祭
典
で
、
神

宮
で
は
こ
の
祭
典
に
合
わ
せ
て
御
装
束
や
祭

器
具
が
一
新
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
17
日
に
は
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
に
お

い
て
、
天
皇
陛
下
が
遣
わ
さ
れ
た
勅
使
に
よ

り
奉
幣
が
行
わ
れ
、
同
日
、
天
皇
陛
下
に
お

か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
皇
居
の
神
嘉
殿
に
お

い
て
皇
大
神
宮
を
御
遙
拝
に
な
ら
れ
ま
す
。

当
神
社
で
も
神
嘗
奉
祝
祭
を
斎
行
し
、
神
宮

を
遥
拝
致
し
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
30
日
に
教
育
勅
語
渙
発
130
年
を

迎
え
た
こ
と
を
受
け
、
当
神
社
で
は
11
月
1

日
に
教
育
勅
語
渙
発
百
三
十
周
年
記
念
祭
を

斎
行
致
し
ま
し
た
。

　

教
育
勅
語
（
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
）
が
渙

発
さ
れ
た
明
治
23
年
当
時
、
文
明
開
化
の
風

潮
に
よ
り
洋
学
が
重
ん
じ
ら
れ
る
の
と
は
対

照
的
に
、
我
が
国
の
伝
統
的
な
倫
理
道
徳
に

つ
い
て
の
教
育
が
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
実
情
を
憂
慮
さ
れ
た
明
治
天

皇
は
、「
徳
育
」
の
振
興
が
肝
要
と
お
考
え
に

な
り
、
我
が
国
の
教
育
方
針
を
示
す
た
め
に

渙
発
さ
れ
た
の
が
「
教
育
勅
語
」
で
す
。
明

治
の
時
代
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
速
さ

で
変
化
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
教
育
現

場
の
み
な
ら
ず
地
域
、
家
庭
の
問
題
も
山
積

す
る
中
、
参
列
者
の
皆
様
に
は
教
育
勅
語
に

つ
い
て
の
冊
子
を
お
配
り
し
、
130
年
前
に
思

い
を
馳
せ
、
当
時
の
精
神
を
考
え
る
時
間
を

共
有
し
ま
し
た
。

　

11
月
5
日
、神
奈
川
県
神
社
庁
相
模
湘
南
支

部
の
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
が
管
内
の
各

神
社
の
宮
司
参
列
の
下
、
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
の
神
宮
よ
り
神
社
本
庁
、
各
都
道
府

県
の
神
社
庁
を
通
じ
て
、
年
末
ま
で
に
神
宮

大
麻
と
神
宮
暦
が
全
国
崇
敬
者
へ
頒
布
さ
れ

ま
す
。
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
氏
神
様

の
神
札
と
と
も
に
神
棚
に
お
祀
り
し
て
、
天

照
大
御
神
様
の
御
加
護
を
い
た
だ
き
家
内
安

全
を
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

　

皇
居
・
宮
殿
に
お
い
て
、
秋
篠
宮
文
仁
親

王
殿
下
が
皇
嗣
（
皇
位
継
承
順
位
第
一
位
）

に
な
ら
れ
た
こ
と
を
天
皇
陛
下
が
国
内
外
に

宣
明
す
る
「
立
皇
嗣
宣
明
の
儀
」
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
従
来
、
皇
太
子
に
対
し
て
行
わ

れ
る
「
立
太
子
の
礼
」
を
踏
襲
し
た
形
で
行

わ
れ
、
皇
嗣
が
宣
明
さ
れ
る
の
は
憲
政
史
上

初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
儀
式
で
御
代

替
り
に
伴
う
皇
位
継
承
の
関
連
儀
式
が
締
め

括
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
神
社
で
は
、
皇
嗣
殿
下
と
な
ら
れ
た
こ
と

を
奉
祝
し
、立
皇
嗣
の
礼
当
日
祭
を
執
り
行
い
、

国
家
の
隆
昌
と
皇
室
の
弥
栄
を
祈
念
し
て
浦
安

の
舞
が
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
神
社
の
「
三
大
祭
」
の
一
つ
、
新
嘗
祭

が
役
員
・
総
代
・
氏
子
崇
敬
者
参
列
の
下
、

厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
典
は
、

秋
の
豊
か
な
稔
り
に
感
謝
申
し
上
げ
る
祭
典

で
、
崇
敬
者
の
方
々
や
近
隣
の
生
産
者
よ
り

丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
新
米
・
野
菜
・
果
物

な
ど
が
御
神
前
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
祭
典

終
了
後
、
参
集
殿
に
場
所
を
移
し
、
当
神
社

に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
っ
た
篤
志
奉
納
者
と

第
53
回
菊
花
写
真
展
の
宮
司
賞
・
神
社
本
庁

統
理
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
式
を
執

り
行
い
ま
し
た
。

※
詳
細
は
6
〜
9
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
お
り
ま
す

寒

川

神

社

社

務

報

告

10
月

	

1
日	

職
員
防
災
訓
練

	

6
日	

相
模
國
式
内
社
の
會
総
会

	

15
日	

人
形
感
謝
祭

	

17
日	

神
嘗
奉
祝
祭

11
月

 	

1
日	
月
次
祭
併
せ
て

		


　

教
育
勅
語
渙
発

		


　
　

百
三
十
周
年
記
念
祭

	
 

〃	

客
殿
改
修
工
事
竣
工
清
祓

	

3
日	

明
治
祭

	

5
日	

相
模
湘
南
支
部

		


　

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭

	

8
日	

立
皇
嗣
の
礼
当
日
祭

10
～
23
日	

第
53
回
菊
花
写
真
展

	

23
日	

新
嘗
祭

12
月

	

14
日	

煤
拂
祭

	

20
日	

迎
春
ね
ぶ
た
設
置

	

31
日	

師
走
大
祓
式
並
除
夜
祭

	
 

〃	

神
徳
感
謝
祭

毎
月
１
日
・
20
日

		


月
次
祭
併
せ
て

		


　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

		


　
　

流
行
鎮
静
祈
願
祭

毎
日	

日
供
祭
に
併
せ
て

		


　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

		


　
　

流
行
鎮
静
祈
願
祝
詞
を
奏
上

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

神じ
ん 

宮ぐ
う 

大た
い 

麻ま 

暦れ
き 

頒 

布 

始 

奉 

告 

祭

神か
ん  

嘗な
め  

奉  

祝  

祭

教
育
勅
語
渙
発
百
三
十
周
年
記
念
祭

新に
い  

嘗な
め  

祭さ
い

立り
っ 

皇こ
う 

嗣し 

の 

礼 

当 

日 

祭

　

本
誌
前
号（
第
522
号
）に
て
、

当
方
の
手
違
い
に
よ
り
、「
令
和
2

年
例
祭
神
徳
奉
賛
金　

奉
賛
者

芳
名
」の
掲
載
に
あ
た
り
、「
岡
田

新
町
南
２　

金
澤
純
一
殿 

四
、

〇
〇
〇
円
」と
の
記
載
が
ご
ざ
い
ま

す
が
、
正
し
く
は
「
岡
田
新
町
南

2　
金
澤
純
一
殿 

外
１
名 

四
、

〇
〇
〇
円
」
で
す
。

　

衷
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
謹
ん
で
訂
正
致
し
ま

す
。 お

詫
び

・	

㈱
丸
井
紙
店
よ
り
マス
ク
の
寄
贈

・	

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
湘
南
さ
む
か
わ
店

	

よ
り
菓
子
の
寄
贈

	

　

※
当
神
社
を
通
じ
て

寒
川
病
院
へ
寄
贈

医
療
支
援
物
資
等
の

ご
奉
納
の
御
礼

人形感謝祭立皇嗣の礼当日祭畠山選手参拝新嘗祭菊花展

神嘗奉祝祭神宮大麻暦頒布始奉告祭

教育勅語関連の資料

授乳室の設置野口氏　宇宙飛行の安全祈願新嘗祭式典写真展

そ
の
他
の
ご
報
告

御
祈
祷
控
室
に
授
乳
室
設
置

　

当
神
社
の
御
祈
祷
控
室
1
階
、
2
階
に
個

室
の
授
乳
室
を
設
置
致
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
導
入
致
し

ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

宇
宙
飛
行
士 

野
口
氏
の
安
全
祈
願

　

宇
宙
飛
行
士
の
野
口
聡
一
氏
は
、
11
月
16

日
、
民
間
の
宇
宙
船
「
ク
ル
ー
ド
ラ
ゴ
ン
」
に
搭

乗
し
、
宇
宙
へ
と
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
野
口

氏
は
学
生
の
頃
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
茅
ヶ
崎
第

2
団
に
所
属
し
て
お
り
、
現
在
も
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
と
の
関
わ
り
も
深
く
、
ご
自
身
が
巣
立
っ

た
茅
ケ
崎
第
2
団
の
ご
関
係
の
方
々
が
当
神

社
へ
参
拝
し
、
宇
宙
飛
行
の
無
事
安
全
を
祈

願
致
し
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
Ｂ
Ｍ
Ｘ

日
本
代
表 

畠
山
選
手
参
拝

　

10
月
13
日
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
B
M
X
レ
ー

シ
ン
グ
日
本
代
表
に
内
定
し
て
い
る
畠
山
紗

英
選
手
が
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。
寒
川
町
出
身

の
畠
山
選
手
は
、
幼
い
頃
か
ら
当
神
社
に
お
参

り
に
来
ら
れ
て
お
り
、
寒
川
大
明
神
様
の
御

神
徳
を
大
い
に
受
け
ら
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
光
り
輝
く
姿
が
見
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
致

し
ま
す
。

追
儺
祭
と
武
佐
弓
祭

町
の
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定

　

当
神
社
で
斎
行
さ
れ
る
追
儺
祭
（
1
月
2

日
）と
、
武
佐
弓
祭（
1
月
8
日
）が
、
江
戸

時
代
よ
り
大
き
く
変
わ
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ

て
い
る
祭
典
と
し
て
寒
川
町
指
定
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。（
昨
年
12
月
1
日
付
）
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業

㈱

丸

紅

陶

園

㈱

萬
　

蔵
　

丸

三
澤
　

伸

喜

水

谷
　

　

稔

三
堀
　

和

彦

三
留
　

清

一

三
留
　

豊

正

皆
川
　

欽

一

皆
川
　

憲

治

皆
川
　

清

藏

皆
川
　

常

明

皆
川
　

米

男

㈲
ミ
ノ
テ
工
業

宮
川
　

彩

子

宮
川
　

晴

聖

宮
川
　

真

輝

宮

山
　

公

一

宮
山
神
輿
愛
好
会

宮

山

総

代

巳
芳
商
事
㈱

　

池
田　

宣
一

村
田
　

一

美

村
田
　

富

雄

村

山
　

詠

子

望

月

美

由

紀

百
崎

製

菓

㈱

森
　

　

賢

治

森

住
　

政

子

森
　

　

匡

弘

谷

澤
　

正

勝

安

永
　

律

子

山

内
　

陽

子

㈱

山

上

建

設

㈲
山
岸
い
ず
み
事
務
所　

　

山
岸　

泉
琳

山
口
　

昭

義

山
田
　

和

子

山
田
　

邦

博

山
田
　

亮

太

大

和
　

悠

子

山

根
　

広

樹

山

根

実

奈

子

山

本
　

明

伸

湯

本
　

眞

美

㈲

横
川

商

事

横
川
　

澄

男

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

㈱
横
浜
銀
行
寒
川
支
店

㈱
横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

横

溝
　

義

明

吉
川
　

篤

義

ヨ
シ
カ
ワ
商
店

吉

﨑

景
以
子

吉

田
　

博

國

吉

田

麻

衣

子

吉

田
　

靖

子

與

安
　

義

道

ラ
イ
ス
ケ
ア　

イ
ノ
ウ
エ

㈱
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

脇
　

　

文

亮

渡

邊
　

修

子

渡

邉
　

義

介

令
和
2
年
　
新
嘗
祭
奉
納
者
芳
名 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

初
穂
米
・
一
升
米
・
稲
穂
・
魚
・
酒

野
菜
・
果
物
・
卵
・
花
・
菓
子
・
初
穂
料
等

相
　
模
　
第
523
号
　

67



	

審
査
長　

遠
藤　

吉
和

	

副
審
査
長　

高
橋　

正
夫

厚あ
つ

物も
の

の
部	

岩
本　

茂

　

盆ぼ
ん

養よ
う

仕
立
て
厚
物
品
種
よ
り
、 

花
名 

「
太た
い

平へ
い

の
銀ぎ
ん

峰ぽ
う

」 

と
い
う
白
色
の
花
を
選
び
ま
し
た
。 

特
に
選
ば

れ
る
品
種
で
大
変
人
気
も
高
く
、 

多
く
の
皆
様
に
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。 

盆
養
仕
立
て
に
お
い
て
は
、 

無
理

な
く
仕
立
て
ら
れ
、 

肥
料
調
整
も
上
手
く
行
な
わ
れ
、 

肥
料
の
抜
け
た
木
姿
は
見
事
で
し
た
。 

花
は
真
白
に

仕
上
り
、 

花
芯
の
ま
と
ま
り
、 

弁
組
、 

三
花
揃
っ
た
花

容
は
素
晴
ら
し
く
見
事
な
作
品
で
し
た
。 

副
審
査
長

と
合
議
し
決
定
致
し
ま
し
た
。

（
明
年
も
変
わ
ら
ず
立
派
な
花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
）

太ふ
と

管く
だ

の
部	

福
岡　

堅

　

盆
養
仕
立
て
太
管
の
部
、 

花
名 「
泉せ
ん

郷き
ょ
う

情じ
ょ
う

熱ね
つ

」、 

真
赤

な
総
玉
巻
の
花
で
、 

発
表
か
ら
二
十
四
年
も
経
つ
花
で

す
が
、 

人
気
も
高
く
愛
培
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 
受
賞

花
は
盆
養
管
物
作
り
の
基
本
と
も
い
え
る
ピ
ン
チ
、 
胴

切
後
の
葉
が
や
さ
し
く
仕
立
て
ら
れ
、 

花
弁
の
伸
び
に

つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

盆
養
仕
立
て
に
お
い
て

も
申
し
分
な
く
、
花
芯
周
り
の
段
咲
き
、 

色
彩
も
よ
く

三
花
揃
っ
た
花
容
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
見
事
な

作
品
で
し
た
。副
審
査
長
と
合
議
し
決
定
致
し
ま
し
た
。 

 （
今
後
も
よ
り
よ
い
花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
）

金　

賞	

菅　
　
　

利

銀　

賞	

菅　
　
　

利

銅　

賞	

土
屋　

和
民

寒
川
町
長
賞	

小
峰　

勝
子

さ
が
み
農
協
寒
川
地
区
賞	

三
橋　

太
一

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞	

大
出　
　

進

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞	

柳
澤　

芳
夫

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店
賞	

小
峰　

勝
子

三
昭
グ
ル
ー
プ
／
中
華
一
番
／
嵐
坊
賞	

二
宮　

和
昭

　

〃	

二
宮　

和
昭

　

〃	

安
池　

春
敏

熊
澤
酒
造
賞	

柳
澤　

芳
夫

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
賞	

後
藤　
　

勤

　

〃	

内
藤　

俊
雄

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南･

神
奈
川
賞	

後
藤　
　

勤

　

〃	

羽
田　

友
明

　

〃	

荒
井　

秀
三

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
賞	

三
橋　

重
夫

Ｆ
Ｍ
富
士
賞	

土
屋　

和
民

ベ
イ
エ
フ
エ
ム
賞	

清
田　

美
躬

〃	

水
島　
　

進

入　

選	

二
宮　

和
昭

　

〃	

山
﨑　

俊
男
／
吉
田　

茂
雄

　

〃	

安
西　

昭
夫
／
山
田　
　

豊

金　

賞	

小
峰　

勝
子

銀　

賞	

安
池　

春
敏

銅　

賞	

原　
　

則
夫

寒
川
町
議
会
議
長
賞	

柳
澤　

芳
夫

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
賞	

吉
田　

茂
雄

金　

賞	

後
藤　
　

勤

銀　

賞	

水
島　
　

進

銅　

賞	

荒
井　

秀
三

寒
川
町
観
光
協
会
賞	

山
田　
　

豊

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店
賞	

岩
本　
　

茂

三
昭
グ
ル
ー
プ
／
中
華
一
番
／
嵐
坊
賞	

大
貫　

久
男

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南･

神
奈
川
賞	

吉
田　

正
彦

ベ
イ
エ
フ
エ
ム
賞	

福
岡　
　

堅

金　

賞	

岩
本　
　

茂

銀　

賞	

三
橋　

重
夫

銅　

賞	

松
原
不
二
男

さ
が
み
農
協
寒
川
地
区
賞	

内
藤　

俊
雄

寒
川
町
商
工
会
会
長
賞	

松
原
不
二
男

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店
賞	

土
屋　

和
民

読
売
Ｐ
ａ
ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
賞	

三
橋　

重
夫

Ｆ
Ｍ
横
浜
賞	

笠
間　
　

潔

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南･

神
奈
川
賞	

大
貫　
　

明

　

〃　

	

小
峰　

勝
子

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
賞	

吉
原　

鐵
夫

ベ
イ
エ
フ
エ
ム
賞	

荒
田　

洋
司

入　

選	

荒
井　

秀
三
／
柿
澤　

昌
明

金　

賞	

大
出　
　

進

銀　

賞	

小
室　

久
次

銅　

賞	

松
原
不
二
男

日
本
郵
便
㈱
寒
川
郵
便
局
長
賞	

宗
像　
　

洋

三
昭
グ
ル
ー
プ
／
中
華
一
番
／
嵐
坊
賞	

松
原
不
二
男

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南･

神
奈
川
賞	

柿
澤　

昌
明

金　

賞	

小
峰　

勝
子

銀　

賞	

小
峰　

勝
子

銅　

賞	

菅　
　
　

利

入　

選	

清
田　

美
躬

　

〃　

	

菅　
　
　

利

　

〃　

	

小
峰　

勝
子

　

〃　

	

菅　
　
　

利

金　

賞	

菅　
　
　

利

銀　

賞	

内
藤　

俊
雄

銅　

賞	

内
藤　

俊
雄

入　

選	

菅　
　
　

利
／
松
野　
　

寛

　

〃　

	

松
野　
　

寛
／
小
室　

久
次

審
査
長
賞	

小
峰　

勝
子

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞	

菅　
　
　

利

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店
賞	

後
藤　
　

勤

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南･

神
奈
川
賞	

渡
辺　

要
治

茅
ヶ
崎
茅
秋
会	

小
川　
　

弘
／
柿
澤　

昌
明

	

杉
本　
　

修

藤
沢
菊
花
会	

柳
澤　

芳
夫
／
吉
原　

鐵
夫

	

川
口　
　

昇

綾
瀬
菊
花
会	

土
屋　

和
民
／
田
中　

博
司

	

笠
間　
　

潔
／
大
塚　

外
雄

	

黒
﨑　
　

勝
／
藤
岡　

清
久

大
和
秋
香
会	

菅　
　
　

利
／
会 

員 

一 

同

厚
木
秋
華
会	

三
橋　

重
夫
／
大
貫　

一
義

	

南
條　
　

隆
／
大
貫　

久
男

	

鈴
木　

良
雄
／
西
山　

守
夫

松
野　
　

寛
／
荒
井　

秀
三

開
沼　

一
善

伊
勢
原
秋
豊
会	

藤
田　

愛
子
／
田
中　

伸
三

	

平
川　

光
則
／
森
井　
　

渡

	

倉
持　
　

武
／
梶　
　

俊
一

小
澤　

厚
子

宿
矢
名
菊
花
会　

	

原　
　

則
夫

神
社
本
庁
統
理
賞

金　

賞	

松
山　
　

進

銀　

賞	

阿
部　

哲
二

　

〃	

堀
米　

和
夫

銅　

賞	

大
坪　

政
文

　

〃	

埜
村　
　

秀

　

〃	

會　
　
　

肇

寒
川
町
長
賞	

市
川　

正
則

寒
川
町
議
会
議
長
賞	

中
村　

昭
雄

寒
川
町
教
育
長
賞	

西
ヶ
谷　

浩

茅
ヶ
崎
市
長
賞	

下
川　

勝
利

日
本
郵
便
㈱
寒
川
郵
便
局
長
賞	

加
藤　

典
夫

寒
川
町
商
工
会
会
長
賞	

武
藤　
　

昭

寒
川
町
観
光
協
会
賞	

和
田　

輝
夫

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞	

仁
藤　

報
子

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞	

池
田　

康
夫

　

〃	

清
水　

千
俊

横
浜
銀
行
寒
川
支
店
賞	

中
尾　

輝
男

　

〃	

安
藤　

榮
治

三
昭
ツ
ー
リ
ス
ト
賞	

荒
井　

三
郎

　

〃	

小
菅　

利
夫

　

〃	

川
上　

勝
正

　

〃	

水
野　
　

武	

　

〃	

石
井　

吉
雄

読
売
Ｐ
ａ
ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
賞	

相
澤　

行
明

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
賞	

柳　
　

盛
康

Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
賞	

蛭
田　

俊
雄

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川
賞	

木
村　

哲
雄

　

〃	

升
水　

春
雄

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
賞	

杉
山　

和
夫

Ｆ
Ｍ
富
士
賞	

藤
平　

誠
二

ベ
イ
エ
フ
エ
ム
賞	

中
村　

重
雄

田
中
写
真
賞	

船
橋　

照
貴

　

〃	

相
澤　
　

恂

　

〃	

原
田　
　

力

審
査
長　

丹
治　

俊
雄

	
	

杉
崎　

信
行

　

 

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
拡
大
が

留
ま
ら
ず
、 

撮
影
に
も
出
ら
れ
ず

ご
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

祭
典
日
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
晴
天

の
中
、 

境
内
に
お
け
る
神
職
の
退

下
の
姿
、 

厳
粛
な
雰
囲
気
が
拝
殿

の
方
ま
で
広
が
っ
て
い
る
様
子
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、 

右
端

に
は
黄
色
い
花
を
入
れ
た
こ
と
に

よ
り
奥
行
き
感
も
あ
り
、 

御
本
殿

の
姿
が
浮
か
び
出
て
、 

背
景
に
は

真
っ
青
な
空
を
一
直
線
に
横
切
る

雲
、 

左
側
に
は
御
神
木
が
ド
ー
ン

と
写
り
、 

穏
や
か
な
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
、 

周
囲
の
境
内
の
様
子
を

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
中
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
捉
え
て
い
ま
す
。 

　

テ
ク
ニ
ッ
ク
、 

バ
ラ
ン
ス
、 

シ
ャ
ッ
タ
ー
タ
イ
ミ
ン
グ
が
見
事
で
す
。

	
	

柳
川　

武
春

　

九
月
十
九
日
の
流
鏑
馬
神
事
の

一
枚
で
す
。 

境
内
の
外
庭
で
は

馬
に
ま
た
が
り
、 

綾あ
や

檜ひ

笠が
さ

を
被

り
、 

弓
を
持
ち
、 

行む
か

縢ば
き

を
覆
い
、 

背
景
に
は
社
務
所
が
写
り
構
図
も

良
い
で
す
ね
。
ド
ー
ン
と
主
体
の

馬
が
正
面
に
飛
び
込
ん
で
来
る
よ

う
に
撮
ら
れ
て
お
り
馬
の
足
元
に

も
動
き
も
あ
り
、
実
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ン
ス
、
撮
影
ポ
ジ
シ
ョ

ン
、
構
図
が
素
晴
ら
し
く
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
見
え
ま
す
。
社
務
所

の
前
、
背
景
に
は
関
係
者
の
方
々

が
コ
ロ
ナ
禍
を
象
徴
す
る
よ
う
に

全
員
マ
ス
ク
姿
で
立
っ
て
い
ま
す
。
大
変
、
貴
重
な
瞬
間
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
主
体
が
引
き
立
っ
て
見
え
、
準
備
万
端
、
出
陣
と
な
り
ま
す
。 

　

ま
さ
に
本
番
前
、
タ
イ
ト
ル
に
ぴ
っ
た
り
で
実
に
見
事
で
す
。

厚
物
の
部

宮
　
司
　
賞

厚
走
の
部

太
管
の
部

間
管
の
部

細
管
の
部

七
本
立
の
部

福
助
の
部

だ
る
ま
の
部

  

第
53
回 

菊
花
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

  

第
53
回 

写
真
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

  

菊
奉
納
者
芳
名

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

神
社
本
庁
統
理
賞

宮　
　

司　
　

賞「本番前」 「晴天の新嘗祭」

神
社
本
庁
統
理

寒
川
町
長

寒
川
町
議
会
議
長

寒
川
町
教
育
長

茅
ヶ
崎
市
長

日
本
郵
便

（株）
寒
川
郵
便
局
長

さ
が
み
農
協
寒
川
地
区

寒
川
町
商
工
会

寒
川
町
観
光
協
会

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

横
浜
銀
行
寒
川
支
店

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店

三
昭
グ
ル
ー
プ
／
中
華
一
番
／
嵐
坊

（株）
三
昭
ツ
ー
リ
ス
ト

（株）
読
売
Ｐａ
ｌｅ
ｔ
ｔ
ｅ

熊
澤
酒
造

（株）

（株）
ニ
ッ
ポ
ン
放
送

横
浜
エ
フ
エ
ム

（株）

（株）
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川

（株）
エ
フ
エ
ム
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５

（株）
エ
フ
エ
ム
富
士

（株）
ベ
イ
エ
フ
エ
ム

（有）
田
中
写
真

第
53
回
菊
花
写
真
展

　
　
　
　
協
賛
者
芳
名

（
順
不
同・敬
称
略
）

　

新
嘗
祭
に
合
わ
せ
て
開
催
致
し
ま
し
た
第
53
回
菊
花
写
真
展
で
は
、
約

300
点
の
色
と
り
ど
り
の
菊
花
と
と
も
に
、
神
社
の
四
季
の
風
景
を
色
彩
豊
か

に
撮
影
い
た
だ
い
た
120
点
の
写
真
が
境
内
を
飾
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
梅
雨
の
時
期
が
長
く
、
日
照
不
足
と
寒
暖
差
の
激
し
い
日
々
が
続

き
、
菊
花
に
と
っ
て
は
非
常
に
厳
し
い
気
象
条
件
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆

様
方
の
多
大
な
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、
精
良
な
作
品
を
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
写
真
展
に
お
い
て
も
、
祭
典
の
縮
小
や
中
止
に
伴
い
、
ご
参
列
い
た
だ
け

る
祭
典
が
少
な
く
、
従
来
と
違
っ
た
今
年
だ
け
の
神
社
の
様
子
が
映
し
出
さ

れ
た
写
真
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

電 

化 
製 
品	

㈱
竹
中
工
務
店 

横
浜
支
店

掛 

軸
・
茶 
杓	
千
　
　
　
玄
　
室

浄
　
　
　 

財	
平
　
本
　
文
　
男

浄
　
　
　 

財	

コ
バ
シ
㈱
　
取
締
役
会
長
　
小
　
橋
　
謙
　
一

	

寺
　
原
　
聖
　
山

浄 

財
・
御 

品	

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ 

湘
南
さ
む
か
わ
店

版
画
絵・
浄
財	

前
　
田
　
隆
　
一

令
和
2
年
　

篤
志
奉
納
者
芳
名 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

掛
軸 

・ 

書
画

薩
摩
焼
大
皿

相
　
模
　
第
523
号
　

89



　

寒
川
神
社
の
正
月
の
風
物
詩
で
あ
り

ま
す
迎
春
ね
ぶ
た
は
、
本
年
で
21
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
第
１
回
目
は
平
成
13

年
よ
り
干
支
の
巳
年
か
ら
始
ま
り
、
第

13
回
目
の
平
成
25
年
よ
り
は
、
古
事

記
や
日
本
書
紀
な
ど
の
「
神
話
」を
題

材
に
製
作
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
の
ね
ぶ
た
は
、
新
型
コロ
ナ

ウ
イ
ルス
感
染
症
の
終
息
の
兆
し
が
み
え

な
い
現
状
を
鑑
み
て
、
災
厄
を
払
い
、

疫
病
を
除
き
、
福
を
招
く
神
と
言
わ
れ

る
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
に
よ
っ
て
、
疫
病
と

邪
気
を
退
散
し
て
い
た
だ
き
、当
神
社
に

お
け
る
授
与
品「
大
祓
守
」を
モ
チ
ー
フ
に
、

茅
の
輪
に
よ
り
災
厄
を
免
れ
、
人
々
の

罪
や
穢
け
が
れを
人
形
に
写
し
て
清
浄
に
戻
す

様
子
を
描
い
て
お
り
ま
す
。
寒
川
大
明

神
の
御
神
威
と
共
に
、
現
状
の
コロ
ナ
禍

を
乗
り
越
え
て
、
多
く
の
ご
参
拝
の
方

の
気
持
ち
が
明
る
く
な
り
ま
す
よ
う
に
、

ね
ぶ
た
の
灯
を
照
ら
し
て
参
り
ま
す
。

　

夕
闇
に
浮
か
ぶ
巨
大
な
ね
ぶ
た
は
、

良
き
年
を
お
迎
え
で
き
る
よ
う
に
願
い

を
込
め
て
製
作
さ
れ
た
作
品
で
す
。
令

和
３
年
が
ご
参
拝
の
皆
様
方
に
取
り
ま

し
て
、
良
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
衷

心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

「疫
え き

病
び ょ う

退
た い

散
さ ん

」
令和3年辛

か の と う し

丑歳　迎春ねぶた

2月3日まで夜間（日没～22時）点灯　※三が日は終夜点灯

　
「
制
作
に
あ
た
り
、
干
支
の
絵

を
目
に
す
る
こ
と
で
皆
様
が
無
事

に
、
平
穏
に
、
日
々
を
過
ご
せ
る

こ
と
を
思
い
な
が
ら
描
い
て
お
り

ま
す
。
１
年
と
い
う
長
い
時
間
の

中
に
お
い
て
、
日
々
、
良
い
こ
と

や
悪
い
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
ま
す

が
、
私
は
た
だ
『
無
事
』
に
過
ご

せ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
作

品
の
色
目
や
表
情
も
見
て
い
る
方

の
気
持
ち
が
穏
や
か
に
な
る
よ
う

に
常
に
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
作
品
が
多
く
の

人
の
目
に
触
れ
て
、
作
者
の
思
い

と
は
予
期
し
な
い
方
向
に
向
か

い
、
作
品
自
身
が
１
人
歩
き
す
る

こ
と
に
大
変
、
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。
年
始
に
電
車
や
駅
で
自
分

の
作
品
を
目
に
し
ま
す
と
大
変
嬉

し
く
思
い
、
思
わ
ず
大
き
な
声
で

『
私
が
描
き
ま
し
た
！
』
と
言
い

た
く
な
る
気
持
ち
で
す
。（
実
際

は
心
の
中
で
大
喜
び
し
て
い
ま

す
）

　

令
和
３
年
と
い
う
年
が
寒
川
神

社
様
に
ご
参
拝
に
来
ら
れ
る
皆
様

方
に
と
り
ま
し
て
、『
無
事
』
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
年
に
な
り
ま

す
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。」

◆	

書
家
、
絵
馬
作
家

◆	

書
の
個
展
活
動
と
と
も
に
企
業

や
神
社
等
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
・

ポ
ス
タ
ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
・
絵

馬
な
ど
を
手
掛
け
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

陽
月（
よ
う
げ
つ
）

　

平
成
27
年
よ
り
当
神
社
の
年
始
を
飾
っ
て
い
る
干
支
の
絵
は
、
書
家
の
陽
月
さ
ん
に
作
画
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

作
画
は
、
本
年
で
７
回
目
と
な
り
当
神
社
の
初
詣
を
清
々
し
く
彩
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
干
支
の
絵
は
神
社
の
境

内
を
は
じ
め
と
し
て
、
本
誌
の
表
紙
、
正
月
特
別
御
朱
印
の
他
、
近
隣
の
電
車
や
バ
ス
・
複
数
の
駅
に
初
詣
の
ご
案
内
と

し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。今
回
は
陽
月
さ
ん
に
令
和
３
年
丑
歳
の
作
品
の
制
作
に
あ
た
り
、そ
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

令
和
3
年 

丑う

し

歳
干
支
の
絵
制
作
に
あ
た
っ
て

特
集

東
映
通
信
工
業
㈱

㈲
東
映
マ
ン
シ
ョン

一
政
水
産
㈱

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

柴
﨑
徹
・
柴
﨑
久
惠

㈲
ミ
ツ
ワ
企
画

日
本
ロ
ー
ド
マ
ー
ク
㈱

橳
嶋
孝
司
・
間
野
隆
司

森
川
栄
介

㈱
竹
中
工
務
店　
横
浜
支
店

柏
川
昌
和

（医）
芳
晴
会

　

愛
児
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニッ
ク

㈱
長
谷
川
製
作
所

㈲
及
川
工
業

㈲
今
井

㈱
丸
井
紙
店

㈱
秋
江

㈱
阿
部

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

㈱
北
岡
本
店

阿
部
和
彦

田
中
雄
二

㈱
T
H
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン

㈱
テ
ク
ノ
ス
三
和

㈱
タ
カ
ト
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー

石
窯
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス

㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川

熊
澤
酒
造
㈱

加
藤
俊
二
・
加
藤
芳
恵

㈱
湘
南
ス
タ
イ
ル
工
房

㈱
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ

フ
ジ
シ
ロ
リ
サ
イ
ク
ル

長
谷
島
征
次

浦
田
光
子

㈱
金
子
建
材
土
木

㈱
副
島
架
設

㈲
秋
田
機
工

匿
名

奉灯協賛者芳名 （順不同・敬称略）

　「令和２年は日本中のお祭りが
中止になりました。お祭りは、私にとっ
て地域に根差した人々の心の糧で
あり、元気と勇気を与えてくれる大
切なものです。令和３年は必ずお祭
りが斎行できますように祈念しており
ます。スサノオノミコトによる『疫病退
散』心を込めて制作致しました。」

制 作  青森ねぶた師 北
き た

村
む ら

蓮
れ ん

明
め い

氏
※平成21・25・27年ねぶた大賞（最優秀賞）その他 数 の々賞を受賞

昭和23年…	青森市に生まれる
昭和33年…	町内ねぶたを作り始める
昭和37年…	師匠 北川啓三に弟子入り
昭和40年…	兄弟三人で初めて大型ねぶ
	 たを制作以後、小型ねぶた
	 の制作に専念し修行

昭和53年…	兄とともに大型ねぶたの制
	 作を再開　以後、二人三脚
	 で数多くのねぶたを制作
平成10年…	独立
現　　在…	大型３台制作　平成26年よ
	 り寒川神社のねぶたを制作

平成29年　丁酉歳平成28年　丙申歳

平成31年　己亥歳

平成27年　乙未歳

令和2年　庚子歳平成 30年　戊戌歳

令和3年　辛丑歳

相
　
模
　
第
523
号
　

1011



台付熊手
初穂料 2,000円

初穂料 2,500円
干支木彫（台座付き）

初穂料 1,500円
開運扇

絵馬付破魔矢
初穂料 1,500円

干支一刀彫（木箱入り）
初穂料 2,500円初穂料 1,500円

熊手（小）

相
模
冬
の
歌

風
も
な
く
た
だ
日
差
し
の
み
明
る
く
て
霜
月
半
ば
の
一
日
が
暮
る
る	

安
藤　
　

慧

つ
ん
つ
ん
つ
ん
く
る
り
く
る
り
と
面
白
き
真
っ
赤
に
咲
き
た
る
彼
岸
花
よ	

稲
垣　

武
子

に
ら
み
合
う
猫
と
烏
の
生
ゴ
ミ
を
前
に
し
地
面
で
動
か
ず
に
い
る	

亀
山　

文
子

コ
ス
モ
ス
を
摘
み
し
畑
に
カ
メ
ラ
マ
ン
吾
ら
モ
デ
ル
に
タ
ウ
ン
誌
飾
る	

小
林　

篤
子

暮
れ
時
に
光
と
共
に
流
れ
行
く
雲
の
輝
く
西
空
見
上
ぐ	

土
屋
ト
ミ
子

秋
深
し
垣
根
に
寄
り
添
う
白
い
花
秋
明
菊
の
ゆ
ら
ゆ
ら
遊
ぶ	

徳
江　

道
子

降
り
や
ま
ぬ
時
雨
に
濡
れ
し
秋
海
棠
の
花
の
雫
よ
う
す
紅
の
い
ろ	

平
澤
ま
さ
え

「
見
て
い
る
ぞ
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
煌
々
と
東
雲
の
空
に
御
座
す
満
月	

平
野　

良
三

新
潟
の
姪
よ
り
届
く
新
米
を
塩
む
す
び
し
亡
夫
に
供
う	

宮
治
友
美
枝

ほ
の
ぼ
の
と
木
犀
の
香
り
豊
か
な
り
ひ
と
夜
の
雨
に
惜
し
く
も
散
り
敷
く	

山
根
喜
美
代

楽
し
さ
も
ぐ
ち
も
悩
み
も
本
音
に
て
語
れ
る
友
の
あ
る
は
う
れ
し
き	

岡
元　

芳
子

カ
タ
カ
ナ
語
の
押
し
寄
す
波
に
日
本
語
よ
溺
る
る
な
か
れ
胸
は
り
て
い
よ	

杉
本　

照
世

過
し
日
を
偲
び
つ
つ
書
く
年
賀
状
初
冬
の
夜
の
静し

じ
ま寂

深
ま
る	

瀧
本
三
重
子

相　

模　

詠　

草

【
相
模
詠
草
】

・
野
ば
ら
文
化
会（
前
身
、婦
人
会
学
習
ク
ラ
ブ「
ふ
だ
ん
着
の
詩
歌
く
ら
ぶ
」と
し
て
昭
和
34
年
に
誕
生
）

　

に
よ
る
詠
草
。公
民
館
ま
つ
り・
短
歌
大
会
等
に
参
加
す
る
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

・
昭
和
50
年
、本
誌
に
初
め
て「
献
詠
歌
」と
し
て
掲
載
。昭
和
53
年
に
相
模
詠
草
と
改
称
、以
来
現
在
に
至

　

る
ま
で
、生
活
の
中
で
の
一
瞬
を
美
し
い
言
葉
で
切
り
取
っ
た
詩
歌
を
継
続
的
に
投
稿
い
た
だ
い
て
い
る
。

菊
師
来
て
戦
国
絵
巻
造
り
出
す	

根
岸　

君
子

く
た
び
れ
て
座
れ
ば
石
の
紅
葉
冷	

石
原
美
枝
子

は
か
ど
ら
ぬ
膝
の
縫
い
物
暮
早
し	

飛
石　

槿
花

マ
タ
ギ
宿
食
事
の
あ
と
の
熊
談
義	

露
木
て
る
子

取
り
た
く
て
取
り
得
ぬ
高
さ
烏
瓜	

伊
藤　

公
一

内
職
の
ミ
シ
ン
踏
む
母
十
二
月	

猿
渡　

弥
生

雪
の
な
き
広
き
ゲ
レ
ン
デ
天
仰
ぐ	

宮
入　

つ
る

木
洩
れ
陽
は
光
を
ほ
ど
き
草
紅
葉	

松
本
美
智
子

崖
下
を
さ
ざ
波
洗
う
小
春
か
な	

四
ツ
車
梢
月

さ
さ
や
か
な
畑
が
生
甲
斐
大
根
引
く	

菅
沼　

保
幸

で
こ
ぼ
こ
の
曲
る
田
道
や
草
紅
葉	

岩
田
美
代
子

冬
に
入
る
待
合
室
の
小
座
布
団	

倉
谷　

節
子

尋
ね
人
無
事
に
保
護
さ
れ
日
の
短	

菅
沼
う
め
の

肩
凝
り
に
小
さ
き
こ
ぶ
し
の
小
春
か
な	

竹
村
真
砂
美

空
澄
み
て
里
は
も
み
じ
の
色
染
ま
る	

鈴
木
フ
ミ
子

鍬
立
て
て
夕
日
一
瞥
暮
早
し	

新
井　

泰
春

縁
側
に
背
伸
び
す
る
猫
小
春
か
な	

天
沼　

子
平

寒　

川　

俳　

壇

【
寒
川
俳
壇
】

・
昭
和
24
年
に
誕
生
。（
大
正
時
代
か
ら
不
定
期
に
開
か
れ
て
い
た
）

・
月
例
句
会
を
月
４
回
開
き
総
互
選
を
し
、選
句
技
術
の
向
上
と
俳

　

句
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。当
神
社
の
例
祭
神
賑
行
事
に
も
献
句
と

　

し
て
奉
納
。

初穂料 2,500円
熊手（大）

干支絵馬
初穂料 500円

鏑
かぶら

矢
や

初穂料 各 2,000円

授
与
品
図
鑑
授
与
所
開
設
時
間　

毎
日 

午
前
8
時
～
午
後
4
時
30
分
ま
で（
通
常
）
※
正
月
期
間
中
の
開
設
時
間
は
当
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い

福俵
初穂料 1,500円

相
　
模
　
第
523
号
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神
恵
苑
は
介
護
保
険
を
使
っ
て
入

所
サ
ー
ビ
ス
・
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
宗
教
法
人
寒
川
神
社
が
運

営
す
る
介
護
老
人
保
健
施
設
で
す
。

　

神
恵
苑
で
は
、
ご
利
用
者
が
心
身

の
機
能
の
回
復
を
目
指
し
て
、
自
分

自
身
の「
生
き
が
い
」を
見
つ
け
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
１
年
間
を
通

じ
て
左
の
よ
う
な
各
種
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
書
道
や
車

椅
子
ダ
ン
ス
等
、
外
部
講
師
の
先
生

に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

歌
、
踊
り
、
演
芸
は
変
わ
る
こ
と
な

く
施
設
職
員
に
よ
る
企
画
、
演
出
、

出
演
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
つ
１
つ
の
物
事
に
熱
心
に
取
り

組
み
、
ご
利
用
者
の
皆
様
の
心
の
ケ

ア
と
な
る
よ
う
に
努
力
を
重
ね
て
参

り
ま
す
。
今
後
も
、
他
サ
ー
ビ
ス
機

関
と
連
携
し
て
地
域
の
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
支
援
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

～「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」の
ご
紹
介
～

神恵苑だより
相
談
窓
口

施設見学をご希望の方は、下記の電話番号まで、お問合せください。

宗教法人　寒川神社　介護老人保健施設 神恵苑
電話　0467（75）8677　　開苑時間　平日9：00〜16：00

昨年の少年館の活動を振り返って

コロナ禍での
スカウト活動を振り返って
　昨年の活動は、新型コロナウイルス感染症の影響により、
活動の自粛・延期・中止を余儀なくされました。3 月から 6 月
までの間は完全に活動が自粛となり、3 月の春キャンプや上進
式、5 月のボーイスカウトまつりは中止、6 月の田植えも全て
機械で行い、残念ながら例年の様に活動することが叶いませ
んでした。活動自粛の間は、スカウトたちそれぞれが指導者
から出された課題に自宅で積極的に挑戦する日 を々過ごしまし
た。スカウトたちにとっては鎮守の杜に集い、活動できる日を
持ちわびる毎日でもありました。
　７月に入り、感染症予防に努めながら少しずつ活動を再開し

ていきました。しかしながら、宿泊を伴う活動や電車やバスなど
を使用する活動が一切できない状況は続き、各隊では夏キャ
ンプに代わる活動を行いました。ビーバー・カブ隊は、１日かけ
て寒川町内１０キロハイクを実施し、また竹細工の水鉄砲にて
水鉄砲合戦を行い、猛暑の中でも可能な限り活動しました。
ボーイ隊では、災害に備えるべく野外炊事訓練を班と隊集会
として実施、ベンチャー隊では、ソロテント１泊野営を実施し
ました。１０月の稲刈りは、スカウト参加の下で実施すること
ができました。
　令和 3 年も引き続き、スカウトの健康と安全を最優先に考
慮して、ボーイスカウトらしい活動に取り組んで行けるように計
画していきますので、宜しくお願い致します。

青少年だより 寒 川 神 社 少 年 館

　本年もまだ新型コロナウイルス感染症は終息していません
が、少年館としてはマスク着用・消毒・館内換気を徹底して
いき、館生たちが少しでも晴れやかに、そして楽しく過ごせ
るように日々の活動を工夫していきたいと思います。本年も
宜しくお願い致します。

スカウト募集中！小学1年生以上の男女 問合せ 寒川神社少年館内
ボーイスカウト事務局 Tel.0467ｰ74ｰ0551

11月
少年館
作品展示会

稲刈り

水鉄砲合戦

ボーイスカウト
寒川第二団

青少年だより
BS

　令和 2年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、
3月から6月までの期間が臨時休館となり、子どもたちが
楽しみにしていた遠足などの行事も次々に中止となってしま
いました。7月より段階的に通常講座が再開されると、感
染症対策を十分に取った上での活動を少しずつ行ってきま
した。8月には寒川神社参集殿の会場をお借りしての食事
会を行い、１１月には毎年恒例の文化祭の内容を変更して、
日々の講座において製作した館生の美術作品や書道作品な
どを展示した「少年館作品展示会」を２日間にわたって開
催しました。

8月 参集殿での
食事会の様子

◆ 歌謡ショー ◆

◆ 演芸 南京玉すだれ ◆

◆ 正月 大黒踊り ◆

◆ ８月 納涼祭り ◆

相
　
模
　
第
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号
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寒
川
神
社祭典

・
行
事
の
ご
案
内

1
月
〜
3
月

●天長祭　2月23日
　今上陛下の御生誕の日を氏子崇敬者
とともにお祝いして、皇室の弥栄を祈念
する祭典です。

●武
む

佐
さ

弓
ゆ み

祭　1月8日
　祭場にかけた「甲・乙・ム」の文字が
変形して組み合わされた「鬼」と書かれ
た古式の的に、禰宜 2 名が神歌を唱え、
交互に 3 度矢を射ってその年の吉凶を占
います。

●節分祭　2月2日
　各季節の始まりの日（立春・立夏・
立秋・立冬）の前日が節分であり、
邪気災厄を祓い、福を呼び込む節
分祭が斎行されます。

●祈年祭並田
た

打
うち

舞
まい

神事 2月17日

　五穀豊穣と産業の振興を祈る春
祭であり、神職と社人が翁の古面を
被り、田を耕し、種子を蒔く所作を
しながら、神楽歌を謡って舞い、豊
年を祈ります。

　当神社では、令和3年初詣に関しまして、皆様の健康と安全を考慮し、下記の対応を実施して参ります。
正月三が日・1月・2月の土曜日・日曜日・祝祭日・六曜の大安の日に関しましては、例年大変混雑しており、
ご参拝の方それぞれがご自身の体調管理に十分ご留意いただきまして、ご参拝くださいますようお願い申し上げます。
なお、極力、混雑日を避けていただき、平日に分散してお参りいただきますよう重ねてお願い申し上げます。
※ご参拝の際には改めてホームページをご確認願います

寒川神社・寒川神社参集殿
「初詣」に関する新型コロナウイルス感染症防止対策の取り組みについて

◆寒川神社　境内における対応◆
	 ・お参りは、滞在時間を少なくしていただきますようお願い致します
	 ・境内での飲食、食べ歩き等の行為は感染症の拡大防止の観点よりご遠慮願います
	 ・境内各所窓口にアクリル板を設置し、飛沫防止対策を実施しております
	 ・境内各所への消毒液の設置、不特定多数の方が触れる物への消毒の徹底をしております
	 ・授与所は通常通りの対応をしておりますので、事前にホームページをご覧の上、お越しください
	 　※神嶽山神苑は閉苑しております、３月上旬開苑予定です
	 ・御朱印は書置きにて対応しております

◆寒川神社　御祈祷の対応◆
	 ・御祈祷申込所の入口にて非接触型体温計にて検温致しますので、ご協力ください
	 　※発熱、軽度の咳、咽頭痛、倦怠感等の症状がある方は、御祈祷をご遠慮いただく場合がございますのでご了承願います

	 ・控室には空気清浄機を設置し、換気を行っております
	 ・控室では湯茶接遇は行わず、御祈祷時の格衣（白いお召し物）の着用もいただいておりません
	 ・御祈祷を受けられる方の人数制限を行い、参拝者同士の接触を避けられるように案内人数を制限しております
	 ・元日より２月２８日の間は、玉串の授受（玉串拝礼）は行いません。当神社での御祈祷は、お１人ずつに玉串をお渡ししてご拝礼い
	 　ただくことを本義として参りましたが、感染症の危険性と、参拝者の健康と安全を考慮した対応としてご理解いただきたくお願い申し上げます
	 ・郵送による御祈祷を承っております
	 ・御神札を御神前に上がらずにお持ち帰りいただく方法を承っております

◆寒川神社、寒川神社参集殿　職員の対応◆
	 ・マスク着用にて対応しております
	 ・事務所内にも消毒液を設置して、消毒の徹底をしております
	 ・出社前の検温を徹底し、感染が疑われる症状の職員に関しては出勤を控えております

◆寒川神社参集殿　全体の対応◆
	 ・参集殿正面玄関にサーマルカメラを設置して入館者の検温を行っております
	 ・入場口の制限、混雑時には宴会場を開放するなどの３密防止対策を行っております
	 ・不特定多数の方が触れるドアノブやエレベーターボタンなどは適宜に消毒を行っております
	 ・各フロアに消毒液を設置し、飛沫防止のため受付に仕切りを設置しております

◆寒川神社参集殿　宴会場の対応◆
	 ・規模や人数などを考慮した会場の確保、時間帯別フロア貸しや全館貸し切りにするなどの対応を行っております
	 ・会場内のテーブルでは、適度な間隔が確保できるよう椅子を配置し、飛沫防止のためのアクリル板を設置しております
	 ・料理の提供は個人盛りとし、テイクアウトの料理もご用意しております

お知らせ（1月1日現在の予定を掲載しております）
　２月２日の節分祭は新型コロナウイルス感染
防止のため、櫓での豆撒きは行いません。当
日は午前１１時と午後２時に年男年女により、
福豆（くじ入り）をお配りします。
※福豆の数には限りがございますのでご了承ください

御祖神社　月次祭彬
あき

姫
ひめ

櫻
ざくら

 2 日	 午前１１時・午後2時	 節分祭
11日	 午前10時	 紀元祭並顕彰奉告祭
		  顕彰式
17日	 午前10時	 祈年祭並田

た

打
う ち

舞
ま い

神事
23日	 午前10時	 天長祭

2月　如月

3月　弥生
20日	 午前10時	 安藤由勝大人命
		  　伊集院直彦大人命
		  　　他命等の慰霊祭
	 午後 1時	 末社御祖神社
		  　春季霊祭並合祀祭
	 午後 2 時	 宮山役員改選奉告祭

1月　睦月
 1 日	 午前0時	 八方除祭
	 引き続き	 元旦祈祷祭
	 午前6時	 歳旦祭
	 引き続き	 末社歳旦祭
 2 日	 午後８時	 追

つ い

儺
な

祭
 3 日	 午前８時	 元始祭
 8 日	 午前10時	 武

む

佐
さ

弓
ゆ み

祭

毎月1日・20日	
	 午前8時30分	 月次祭（1月1日除く）

相
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。本
誌
は
ご
承
知
の
通
り
、年
４
回
発
刊
し

て
お
り
、そ
の
内
の
半
数
以
上
が
寒
川
町
の
氏

子
の
皆
様
に
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。内
容
は

あ
く
ま
で
も
寒
川
町
と
当
神
社
の
関
係
性
を

繋
ぐ
諸
行
事
を
中
心
と
し
た
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。現
状
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、神

社
の
存
在
意
義
は
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。本

年
も
氏
子
崇
敬
者
の
方
に
寄
り
添
っ
た
社
報

「
相
模
」を
発
刊
し
て
参
り
ま
す
の
で
、何
卒

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
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〜木札のご紹介〜
毎月 1日の月次祭にご参列された方にお頒けする木札です。

数に限りはありますが、授与所にて1 体 2,000円で頒布しております。

睦月
「1月」

如月
「2月」

次号『相模524号』は令和３年4月1日に発行します

JR相模線 宮山駅より徒歩5分　　圏央道 寒川北ICより1㎞

祝 祭日には 国 旗を掲げましょう

http://www.samukawajinjya.jp
本誌のバックナンバーは当神社
ホームページよりダウンロードできます。

Official SNS Youtube・インスタグラム公開中
表紙裏ページからチェック！

と
ん
ぼ
が
ね　

ま
っ
か
な
お
そ
ら
で　

す
い
す
い
と

梅
野　

真
帆

あ
お
い
空　

見
上
げ
て
庭
の　

プ
ー
ル
だ
よ

寺
久
保　

睦
月

コ
ス
モ
ス
が　

さ
い
て
さ
い
て
は　

生
き
る
時

辻
井　

翔
大

ひ
が
ん
ば
な　

い
ち
ば
ん
め
だ
つ　

く
さ
は
ら
に

青
柳　

千
鶴

か
え
り
み
ち　

無
月
の
よ
る
の　

静
か
か
な小

林　

岳
駆

紅
葉
が　

だ
ん
だ
ん
変
わ
る　

窓
の
外

金
澤　

遥
菜

相
模
冬
の
歌

　

少
年
館
こ
ど
も
俳
句

寒川駅

寒川総合
体育館川との

ふれあい
公園

消防署

寒川
病院

寒川町
　役場

わい
わい市

寒川総合
図書館

寒川中学校

寒川小学校

企
業
庁
水
道
局

寒
川
神
社

参
集
殿

さむかわ
中央公園

宮山駅

中里交差点

馬場交差点宮山駅前

健康センター前交差点

相鉄海老名方面バス発着所

神奈中
茅ケ崎・本厚木方面
バス発着所

タクシー発着所

根岸交差点

相模川

寒川
大橋

端
午
橋

目久尻川

寒川小学校裏
交差点

さむかわ
中央公園
交差点

寒川町役場
北側交差点

寒川町役場前
交差点

いこいの
広場入口
交差点

寒川　　
郵便局前
交差点

通
行
止
め

大門踏切前
交差点

N

寒川中学校
入口交差点

↓茅ケ崎市

←平塚市

神川橋

寒川跨道橋
交差点

岡田西
交差点

寒川駅北口
交差点

岡田交差点

茅ケ崎駅→

寒川北

寒川神社付近は、
道路が大変混雑します
公共交通機関をご利用ください
規制区域内での自転車通行は、
ご遠慮ください

初
詣
に
は
、
バ
ス
・
電
車
・

タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

令和3年
寒川神社初詣交通規制図

寒川町年末年始交通対策協議会
茅 ヶ 崎 警 察 署

凡　　　　例

車両通行止区域

一方通行

車両通行止

車両進入禁止

指定方向外進行禁止

民間有料駐車場

無料駐車場

信　　号

車両通行禁止区域
（路線バスを除く）

規　制　時　間
12月31日 22：00

～

１月３日 17：00
※ただし、ピンク点線の 
　区域（　 　）は
　12月31日 22：00
　　～1月1日 17：00
　1月2日・1月3日
　　10：00～17：00
　　　　　　 とします。

弥生
「3月」


